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1　緒 言

　十数年来肥満児の増加が問題になっており，小児の疾

病並びに学業成績に好ましくない影響を与えるなど，小

児の健康に関する議論が新しい現代的条件のもとに展開

されている今日，肥満という生理的現象についての検討

はますます重要性が高くなってきたといえよう．この肥

満は成人になってから発生する場合もあるが，小児期に

発生したものが成人期に移行する場合が少なくないこと

が知られており，またいったん発生すると治療によって

解消させることが困難であるばかりでなく，合併症であ

る成人病の治療を著しく困難なものにしているのも周知

のとおりである．

　近年，身長発育パターソの縦断的研究（longitudinal－

study）の重要性が強調されるようになってきた．この

縦断的研究は長い期間を必要とすることからなかなか行

なわれなかったが，成長の経過を的確に把握できるとい

う利点が重要視されてきた．それに伴ない，肥満児の成

長パターソはどうであろうか，どのような成長パターソ

をたどった者が成人肥満となりうるのかという観点から

あまり研究されていない点において本研究を試みた．

　肥満度の指標としては現在Kaup指数，　Rohrer指数，

Broca指数などが用いられているが，各指数の欠点をカ

バーしたと考えられる太田式身長別標準体重に基づく肥

満度検定盤1）～3）を用いて学齢期女子について検討してみ

た．

皿　研究対象

　東京都内の私立女子K中学校と公立共学M中学校の昭

和57年度・58年度の3年生の小学校入学時から中学校3

年時までの定期健康診断時の測定値のそろっているもの

488名を対象とした．

皿　研究方法および研究結果

　1　肥満度と身長について

　K中学校287名，M中学校201名について春の定期健康

診断時の測定値より肥満度を算出した．

　表1は昭和57年度・58年度3年生について肥満度と基

準になる身長について調べてみたものである．

　高石ら4）は身体発達速度の身長のピークは11．45歳，体

重のピークは12．02歳と発表しているが，年次による多

少のずれはあってもこの表1における身長の増加量と肥

満度の増加が小学校6年から中学校1・2年の間の増加

傾向からもいえるだろう．また肥満度を計算する基礎に

なる標準体重の計算式が年齢差を考慮しない単一の式に

なっており，学齢女子の場合13歳では2cm，14歳では

4cm多い身長に対応する体重を標準体重にするよう設

定されているが，この補正によって肥満度の平均が1CO

に近い値になっていることが示されている．

2　学年別の肥満度の度数分布

＊栄養学第5研究室
＊＊栄養学第2研究室

　表2は学年別の肥満度の度数分布である．肥満度を10

未満，10～19，20～29，30～39，および40以上に分けて

みた．計の欄の数字が必ずしも一致していないのは，身

体計測値が不明の学年があるためである．

　この表からは肥満度20以上のものが全体に対する割合
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表1 肥満度・身長の各校の平均・標準偏差

肥 満　　　度 身　　　長 （cm）

平均値（M） 標準偏差（σ） 平均値（M） 標準偏差（σ）

1 99，952 10，308 115，284 4，990

2 100，339 10，611 120，703 5，155

3 100，833 12，278 126，513 5，498
K 小

4 100，908 12，968 132，159 6，045
校

5 100，366 13，687 138，389 6，665
57

6 100，833 14，021 145，038 6，867
年

1 101，485 14，485 150，873 6，206

中 2 102，500 14，680 153，962 5，418

3 101，772 13，788 155，797 5，146

1 100，137 10，567 115，108 5，553

2 100，705 10，821 120，969 5，761

3 101，115 12，935 126，231 6，149
K 小

4 101，180 13，345 132，163 6，644
校

5 100，910 13，780 138，364 7，307
58

6 100，385 14，505 144，815 7，477
年

1 10L462 15，060 150，723 6，697

中 2 102，115 14，205 154，508 5，886

3 101，769 13，617 156，477 5，665

1 99，490 8，564 114，163 4，149

2 99，490 9，140 119，898 4，258

3 100，306 9，638 125，633 4，621

M 小
4 100，561 1L554 13L490 5，307

校
5 99，898 11，914 137，714 5，933

57
6 99，820 12，782 144，816 5，842

年
1 101，127 13，064 150，647 5，257

中 2 101，569 12，636 154，137 4，520

3 101，298 11，061 155，962 4，314

1 00，686 9，847 114，863 5，012

2 100，784 11，472 120，921 5，480

3 100，686 11，263 126，392 5，717

M 小
4 100，422 12，038 131，961 6，341

校
5 100，588 12，486 138，588 6，919

58
6 100，850 13，696 145，194 6，772

年
1 103，144 14，696 150，643 5，784

中 2 101，383 12，732 154，184 4，958

3 101，950 12，448 156，180 4，708
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表2　学年別肥満度の度数分布

小　　　　学　　　　校 中　　学　　校

肥　満　度 1 2 3 4 5 6 1 2 3

〈10 415 409 398 392 393 377 380 375 378

10～ 44 48 35 43 45 52 43 55 65

20～（a） 18 16 21 30 25 28 35 35 21

30～（b） 2 4 12 13 15 18 18 13 ll

40～（c） 2 3 3 5 6 4 7 7 8

計（d） 481 480 483 483 484 484 483 485 483

（a十b十c）／d×100

@　　（b＋c）／d×100

4．57

O．83

4．79

P．46

7．45

R．11

9．94

R．73

9．50

S．34

10．33

S．55

12．42

T．18

11．34

S．12

8．28

R．93

が小学校1年時から漸次増加しており，中学1年で最高

になり，それからは減少していることがわかる．また肥

満度30以上の高度肥満のものも同じことが言える．しか

しながら肥満度40以上のものと10～19のものが増加して

いるということは肥満がなおったものとさらに肥満した

ものの両方に分かれてきたことを物語っている．

　3　成人肥満のリスクの大小による群別

　この488名の小学校1年時から中学校3年時までの9

年間に肥満度が1回でも20以上あったものは57年度K校

26名，M校16名，58年度K校25名，　M校21名の計88名で

ある．

　表3は58年度のK校の25名について9年間の肥満度の

推移を示したものであり，また表4はこの25名を身長に

よって区分したものである．

　表4における区分はそれぞれの学年における身長平均

値Mと標準偏差σからきめたものであって，M±1／2σ

の間のものは0とし，M±1／2σとM±3／2σの間にあ

るものは＋1あるいは一1，それよりさらに大きいある

いは小さいものを＋2あるいは一2で示した．これと同

じょうな表を57年度のK校26名，M校16名，58年度のM

校21名について作り，これら88名と残りのK校，M校の

400名を次の基準により4群に区分した．

〈1群〉　中学校3年間の肥満度の平均が30以上であり

　かつ減少傾向が認められないもの．成人肥満に移行す

　るリスクが最も高い群で，これにはK校の11名，M校

　の5名が含まれる．

〈1［群＞　1の基準には該当しないが，肥満度が高く，

　リスクが皆無とはいえないもの．これにはK校の17名

　とM校の12名が含まれる．

〈皿群＞　9年間に肥満度が20以上あったときがあるが

　肥満度が小さくなってきており，リスクはまず否定で

　きるもの．これにはK校の23名，M校の20名が含まれ

　る．

＜1＞群＞　9年間に肥満度が常に20未満であったもの．

　これには残りのK校236名，M校164名が含まれてい

　る．

　4　成人肥満のリスクの大小による群別の肥満度の度

　　数分布

　この群別に表2を分けてみたのが表5である．

　この表から各学年ごとの肥満度の推移がわかる．

（1）小1時と小2時において1群と皿・皿群を比較して

　みると，1群では肥満度20以上のものが］1・皿群に比

　べて多く，また分布も肥満度40以上のものまでと広く

　あり，このことはこの時期における肥満はその後も持

　続する可能性があることを示している．しかし全て成

　人肥満に移行すると考えることはできない．

（2）小3時と小4時の肥満度はやや不安定である．これ

　はこの時期に肥満度が20以上のものが急増する時期に

　あたっているものの，それらの中には学齢期間中に再

　び20未満になるものが多い反面，成人肥満に移行する

　リスクが多い1群の中にこの時期に極めて低い肥満度

　を示すものがあることと関係がある．
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表3　58年度　K校肥満度20をこえたことのあるもの

小　　　学　　　校 中　　学　　校

Nα class　NQ 1 2 3 4 5 6 1 2 3

1 BOl 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1

2 B14 十2 十2 十2 十2 十2 十1 十1 十1 0

3 B26 一1 一1 一1 一1 一1 一1 一1 一1 一1

4 CO2 0 0 0 十1 十1 0 0 一1 1

5 C29 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1 0

6 DO7 一1 一1 一1 一1 一1 0 一1 一1 一1

7 D11 0 0 0 0 0 一1 一1 0 0

8 D12 一1 一1 一1 一1 一1 一1 一1 一2 一2
9 D13 一1 一1 O 0 0 0 一1 一1 一2

10 D24 十2 十1 十2 十2 十1 十1 →－1 0 0

11 D36 0 0 0 0 0 0 0 一1 一1

12 D39 十2 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1

13 AO2 十2 十2 十2 十2 十2 十2 十2 十1 十1

14 A13 十1 0 0 0 0 0 0 一1 一1

15 A16 十1 十1 十1 十1 十1 0 十1 0 0

16 A21 0 0 0 一1 一1 一1 一1 一1 一1

17 A37 0 0 0 一1 一1 一1 一1 一1 0

18 A40 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1

19 B27 十1 十2 十1 十1 十1 十1 十1 十1 十1

20 CO6 一1 一1 一1 一1 一1 一1 一2 一1 一1

21 C30 十2 十2 十2 十1 十1 十2 十2 十2 十2

22 C35 十1 十1 一1 1 十1 十1 0 0 0

23 D25 0 0 1 0 0 O 0 0 0

24 D27 0 0 0 0 0 十1 十〇 0 十1

25 D29 0 0 0 0 0 0 十1 十1 十1

（3）小5から小6時になると1群では肥満度20以上のも

　のが大多数を占めてしまうが，皿・皿群では半数程度

　であって，この時点の肥満度だけでも成人肥満に移行

　するリスクの有無を判定することは難しいと考えられ

　る．

（4）中1時になると1群はすべて肥満度が20以上となり

　40以上の7例のうち6例が1群に含まれている．1［群

　ではすべて肥満度40未満になっている．

（5）中2時においては肥満度40以上の7例がすべて1群

　に含まれ，皿群ではすべて30未満になっている．

（6）中3時においては各群の差はさらに顕著になり，1

　群では16例中半数の8例が肥満度40以上となり，皿群

　ではすべて20未満となって肥満が解消している．11群

　では40以上のものこそいないが，すべて10台から30台

　に含まれ，その肥満度の推移はいずれも増加傾向を示

　しており今後の注意を要する．

　5　身長増加量の比鮫

　これらの群別に4年間ずつの身長増加量，たとえば小

学校1年から5年までの増加量について比較したのが表

6である．この表において，nは例数を，　Mは平均値を，

uは不偏分散Vの平方根を表わしている，Mの差をπお

よびUを用いて検定した結果を差の有意性の欄にまとめ

てあるが，5％水準の有意差を※印，1％水準の有意差

を※※印，O．5％水準の有意差を※※※印で表わしてあ

る．図1はこの表のMの値をグラフで表わしたものであ

る．

（136）



学齢女子生徒の肥満度の推移について

表4　58年度K校　身長による区分

小　　　学　　　校 中　　学　　校

Nα class　Nα 1 2 3 4 5 6 1 2 3

1 BO1 7 7 3 9 10 14 22 8 24

2 B14 2 6 10 10 12 16 22 22 23

3 B26 18 20 20 21 31 39 29 26 30

4 CO2 34 33 42 35 23 37 45 43 48

5 C29 12 9 6 11 12 20 20 23 32

6 DO7 一4 一6 一7 一6 1 10 17 23 25

7 D11 18 17 28 23 31 34 33 31 37

8 D12 2 8 16 22 24 21 23 24 24

9 D13 18 17 23 21 29 28 35 32 25

10 D24 17 16 7 4 11 6 21 27 23

11 D36 21 21 18 22 31 23 25 40 31

12 D39 33 34 30 37 24 37 45 53 59

13 AO2 7 8 8 6 14 18 21 18 17

14 A13 23 27 35 43 37 29 15 9 8

15 A16 13 22 38 51 44 48 41 27 8

16 A21 一1 1 6 9 23 21 22 27 16

17 A37 15 17 14 28 25 30 15 1 10

18 A40 25 17 21 26 20 17 18 7 14

19 B27 5 11 17 20 23 33 22 22 14

20 CO6 一1 一1 32 7 6 4 3 1 一1

21 C30 28 21 25 23 19 17 16 16 12

22 C35 28 39 36 32 30 26 31 33 18

23 D25 5 8 24 9 16 15 21 16 19

24 D27 12 13 17 24 27 30 35 42 19

25 D29 5 16 22 17 17 20 20 18 11

　これらの表および図からわかることは次の通りである．

（1）小学1年から5年まで4年間の身長増加量について

　は4群の問にほとんど差がないにかかわらず，それ以

　後の増加量については顕著な差が現われている．

（2）1群の平均値（以下M・で表わす）は小1→小5が

　最大で，以後継続的に減少しているのに対し，M2と

　M3は小2→小6に，またM4は小3→中1のところ

　にピークがある．

（3）M・とM・の差は学年が高くなるほど大きくなり，

　有意の差となることが認められている．M2とM3は

　発育量のピークがすぎた後でM4との間に有意の差が

　現われてくる．またM1とM2と間にも差が現われて

　はいるがM3との差が現われていないのでこれだけで

　成人肥満への移行の判定はつけ難い．

（4）図形の左端は小学5年まで4年間の身長増加量を，

　右端はその後4年間の増加量を示しているが，これを

　比較してみても1群の身長発育量がほかの群にくらべ

　ておちこんでいることがわかる．

　6　体重増加量の比較

　上記と同じ方法で4年間の体重増加量を群別に比較し

たのが表7である．また図2はこの表のMの値をグラフ

で表わしたものである．

　これらの表および図からわかることは次の通りである．

（1）小学1年から5年までの4年間の体重増加量は身長

　増加量の場合と異なり，9年間に1回も肥満度が20以

　上になったことがない1＞群が他の3群とはっきり差が
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表5　成人肥満のリスクと肥満度の度数分布の関係

小 学 校 中　学 校

群別 肥満度
1 2 3 4 5 6 1 2 3

＜10 1 1 2 1 1
一 一 一 一

10～ 5 4 4 1 1 1
一 一

1

20～ 7 7 2 7 5 4 2 2 1
1

30～ 2 3 6 5 5 9 8 7 6

40～ 1 1 2 2 4 2 6 7 8

計 16 16 16 16 16 16 16 16 16

＜10 14 14 12 8 5 3 2 2
一

10～ 9 9 6 7 9 8 3 4 4

20～ 6 4 9 10 7 11 15 17 20
I
I

30～ 一
1 2 3 7 5 9 6 5

40～ 一
1

一 一 一
1

一 一 一

計 29 29 29 28 28 28 29 29 29

＜10 22 21 15 13 11 5 7 12 16

10～ 13 14 13 9 14 20 16 15 27

20～ 5 6 10 13 13 13 18 16
一III

30～ 一 一 4 5 3 4 1
一 一

40～ 1 1 1 3 2 1 1
一 一

計 41 42 43 43 43 43 43 43 43

＜10 378 373 369 370 376 374 371 361 362

IV 10～ 17 20 26 26 21 23 24 36 33

計 395 393 397 396 397 397 395 397 395

　ある．なかでも成人肥満のリスクがもっとも大きい1

　群の増加量が最大である．ただ工群と皿群，あるいは

　皿群との間には有意差は認められていないので，この

　時期に体重増加量が大きいということだけで成人肥満

　のリスクがあると判定することはむずかしい．

（2）体重増加量は学年が高くなるにつれて増大している

　が，M1とM・の場合は小4→中2にピークがあり以

　後減少しているが，とくにM1の場合は小3→中1に

　かけても最大値に近い値をとっている．これに対し，

　M2とM3はピークが1年ずれて小3→中1になって

　いる．

（3）さらに各群の差は，M・が漸次追いついてきている

　のに対し，M1・M2・M3の間では広がってきており，

　小4→中2ではM・とM3，　M2とM3の間に有意の

　差が現われており，小5→中3になると全ての組合わ

　せに有意差が現われている．

（4）図形の左端は小学5年時まで4年間の体重増加量を，

　右端はその後の4年間の増加量を示しているが，M、

　とM・は右が高く，学齢期後半の体重増加量が前半よ

　り大きいことを示している．それに比べM2とM3は

　増加のピークをすぎてから減少傾向をみせ，M1とM4

　との相違をみせている．またこの両端の合計は小学1

　年から中学3年までの体重増加量を表わすことになる

　が，ここでもM1はほかの3つよりも大きいことがわ

　かる．

（5）図2を図1と比較すると，1群は小5→中3の時期

　に身長増加量の顕著な減少があるにかかわらず，体重

　増加量は高い水準を維持していることがわかる．］1・

　皿群は同時期身長増加量が減少しており体重増加量も

　減少している．

　7　身長階級による増減傾向

　工群から皿群までの88名を表4の例のように身長の大

「
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表6　成人肥満のリスクの大小別にみた4年間の身長増加量

群 小1→小5 小2→小6 小3→中1 小4→中2 小5→中3

1

n
M
u

　16

Q4，669

R，842

　16

Q4，387

R，519

　16

Q3，300

Q，120

　16

P8，968

S，173

　16

P3，837

T，155

I
I n

M
u

　28

Q3，654

R，789

　28

Q5，036

Q，932

　29

Q2，179

T，895

　28

P8，971

T，079

　28

P4，004

T，208

III

n
M
u

　41

Q4，766

R，624

　42

Q5，078

R，031

　43

Q4，365

Q，745

　43

Q0，453

R，692

　43

P5，321

S，615

w n
M
u

396

Q3276

Q，700

394

Q4，318

R，195

394

Q4，652

Q，813

396

Q2，704

Q，874

394

P8，521

S，456

差
の
有
意
性

1×II

h×III

h×IV

hI×III

hI×IV

hII×IV

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

　※

ｦ※

@一
@※

ｦ※※

ｦ※

　※

@一
ｦ※※

@『
ｦ※※

ｦ※※

　※

@一
ｦ※※

@一
ｦ※※

ｦ※※

小とその増減傾向によって区別すると表8のようになっ

た．おな身長の大小は小学校3～5年時を基準にし，こ

れと観察期間の最後の2年，つまり中学校2・3年の平

均とを比較し，所属する階級の移動で判定した．

　表8を分析すると次のことがわかる．

（1）肥満傾向を示した生徒には身長が早く大きくなるも

　のが多い．すなわち大が37であるのに対して小は21で

　あって早熟傾向があるようだ．

（2＞増減傾向では（一）傾向，すなわち所属する階級が

　小さい方に移動するのが多い．

　この中で1群は成人肥満症に移行する確率が比較的高

いと考えられるので，この16名を表8と同じうによ区分

したのが表9である．

　この表9を分析すると次のことがわかる．

（1＞身長階級が大きい方へ移動したのは表8で13名いた

　が，身長の伸びと共に肥満度も増加し，成人肥満症に

　移行するおそれのあるものが2名含まれている．

（2）身長階級が移動しなかった29名中には5名，小さい

　方へ移動した46名中には9名成人肥満症に移行するお

　それのある生徒が含まれている．

（3）これらの所見から，学齢期肥満を成人肥満に移行さ

　せないためには，一般的に言われているエネルギー摂

　取制限と平行して良質たん白質とカルシウムの摂取に

　留意して身長発育を促進する必要があることがわかる

　であろう．

　8　幼児期の肥満との関係

　小学校入学時に肥満度が20以上あったものは全部で32

名あった．細川ら5）は6年時の肥満児はおおむね1年時

から肥満の傾向を示しているとしているが，その内訳は

次のようになった．

　（1）　1群に属しているもの　10名

　（2）　1群には属さないが肥満の残っているもの　5名

　（3）肥満状態が消失してもの　17名

　これらから幼児期の肥満がすべて成人肥満に移行する

　ということは言えないが，かなりの高率において肥満

が残るのではないかと考えられる．

N　考 察

　今回調査したK校，M校においては両校の間に若干の

差があるようだが，これは中学校になってから差が現わ
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れたものが少なくないので，共学か女子だけの学校であ

るにもかとも考えられるが，今回の調査では結論がでな

かったので考慮しなかった．

　数年来の肥満児の問題は学業，運動ひいては成人病の

発生などをはらんで数々の研究がなされ，現に肥満児教

室なども設けられている．この肥満児は乳児期の肥満に

さかのぼって考えなければならず，乳児期の発育におい

てその体重が標準をこえて大きかった乳児は小学校入学

時に平均体重をこえて大きかった6）ということだし，さ

らに学童では6年時に肥満傾向を示したものは，おおむ

ね1年時から肥満の傾向を示し5），小児期に発生した肥

満の75～80％が成人期肥満に持ち越して成人肥満者の

1／2～1／3を占める7）とされている．

　大田区教育委員会調査8）では入学時に太っているもの

は後に正常になる可能性は極めて少ないとされているが，

それは今回の調査のように9年間という長期間において

は：果してそう言いきれるかどうか疑問点が残る．

　肥満の定義がいろいろ言われているが，身体指数によ

る身長に対して体重が多すぎるという点のみで考えるべ

きでなく，成長期の学童においては身体成長と混同しや

すいので，体内の不必要な皮下脂肪の量によって考える

べぎである5）・9）。しかし，皮下脂肪は皮下脂肪計を用い

て単位面積当り一定荷重をかけて計測せねぽならず，私

も一度中学校の定期身体測定時に行なってみたが，実用

的に考えてこの太田式肥満度検定盤は身体指数の過誤を

補正し，年齢による平均身体体重に則しているといえる
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表7　成人肥満のリスクの大小別にみた4年間の体重増加量

群 小1→小5 小2→小6 小3→中1 小4→中2 小5→中3

1

n
M
u

　16

P8，982

R，275

　16

Q2，263

S，019

　16

Q4，694

S，861

　16

Q4，725

S，512

　16

Q2，007

U，055

I
I n

M
u

　28

P8，550

S，653

　28

Q1，915

S，325

　29

Q3，017

S，535

　28

Q2，204

S，659

　28

P8，004

U，191

III

n
M
u

　41

P8，175

S，459

　42

Q0．633　’

T，334

　43

Q1，360

U，343

　43

P8，737

S，899

　43

P3，783

S，218

IV

n
M
u

396

P1，529

R，275

394

P3，953

R，864

394

P6，310

R，790

396

P7，561

P，900

394

P7，002

Q，069

差
の
有
意
性

1×II

h×HI

h×】V

hI×m

hI×w

獅戟~w

　一

@一
ｦ※※

@一
ｦ※※

ｦ※※

　一

@一
ｦ※※

@一
ｦ※※

ｦ※※

　一

@一
ｦ※※

@一
ｦ※※

ｦ※※

　一

ｦ※※

ｦ※※

ｦ※※

ｦ※※

ｦ※※

　※

ﾎ∈※※

ｦ※※

ｦ※※

@※

ｦ※※

だろう．

　9年間の身体成長をみて，肥満度がどのように推移し

てきたかというと，女子においては中学生で大体身長発

育が停止してしまうので，あとは体重の増減だけという

ことになるが，この身長・体重の増え方が肥満のものは

早くに身長が伸び，その後あまり伸びないで体重のみが

増加するというパターソが多く見られるようである．身

長が中位でも一番身体発達時期である小学校から中学に

入るとき身長が伸びれば心配はないようだ．しかしなが

ら肥満児は元来発育がいいとされていたが決してそうで

はなく，小さくて太っている児童もある5）t9）ことがこの

調査の結果からもわかった．

　肥満児については栄養一過食・偏食など，運動能力，

学力などの問題が多いとされているが，これらの実際と

肥満の原因もこれから検討し，さらに肥満児ならびに成

人肥満への移行パターンを，肥満へ移行する途上で知り

うる方法も検討していきたい．

V　要 約

（1）太田式肥満度検定盤による学齢期女子についての

肥満度は年齢による補正によって平均が100に近い値と

なっている．

　（2）9年間の肥満度の推移を学年ごとにみてみると，

肥満度20以上の肥満者は小学校1年より漸次増え，中学

1年でピークに達するが，その後このもの達はさらに肥

満度が高くなるものと肥満が解消していくものとに分れ

ていく．

　（3）　9年間に肥満度が20をこえたものを成人肥満症に

移行しやすいリスクの大小によって3群に分け，残りの

ものを1群として学年別に肥満度によって分析してみた

が小学校だけでは成人肥満症に移行するリスクの有無は

判定しがたい．

　（4）これらの群別に身長と体重の増加量について分析

した結果，成人肥満に移行しやすいと考えられる1群が

身長増加量の顕著な減少傾向があるにかかわらず，体重

増加量は高い水準を維持している．

　（5）成人肥満症に移行するリスクの多少ともある88名

について身長階級の大小と増減傾向によってみてみると，

肥満傾向を示した生徒は身長が早く大きくなる傾向があ

り，その後あまり大きくならない傾向がある．
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表8　肥満度20以上を示したものの身長階級の

　　増減傾向

十 ±
一 計

大
中
小

2
8
3

　8

@9

P2

27

P3

@6

37

R0

Q1

計 13 29 46 88

　（6）一番成人肥満症に移行しやすいと考えられる1群

についてさらに身長の増減傾向をみてみると，身長の増

加が少なかったものはもちろんi増加が大だったものも

さらに体重が増加していると考えられるものが多く，学

表9　1群に属するものの身長の増減傾向

十 ±
『 計

大
中
小

0
2
0

1
3
1

5
3
1

6
8
2

計 2 5 9 16

齢期の肥満を成人肥満に持ち越さないためにエネルギー

制限と身長発育の促進に留意することが望まれる．

　（7）小学校入学時に肥満度20以上あったものは，9年

間のうちにかなりの高率で成人肥満に移行すると考えら

れた，
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